
① 基本サービスの提供 （加入電話等多数の加入者を収容し、国民・企業の社会経済活動に不可欠な基盤を提供）

② 競争基盤の提供 （事業者間接続等を通じて多様なサービスの提供を可能とし、料金の低廉化や利活用を促進）

③ ハブ機能の提供 （他事業者網同士の中継等を通じてネットワーク全体の効率化に貢献）

継続性

PSTNにおいて「できていたこと」
の維持

予見性・透明性

ＰＳＴＮからＮＧＮへの移行の
「見える化」

発展性・柔軟性

ＮＧＮにおいて「できること」
の確保

【利用者対応面】

① 移行計画の策定、利用者への周知

② 基本的なサービスの維持、利用しやすい代替サービスの提供等を通じた利用者の保護

③ IP網の特質を活かしたサービスの開発等を通じた自主的な移行の促進 等

【事業者対応面】

① PSTNにおける競争環境の確保

② NGNにおける競争環境の整備

③ NGNにおけるハブ機能の在り方の検討 等

PSTNの果たす基本的役割

検討の基本的視座

このような視座を共有した上で、電話網移行に伴う個別の課題について

検討を進めていくこととしてはどうか。

☞ 今後、ＮＧＮがこうした役割を担う場合、各役割について円滑な移行を確保していくことが必要ではないか。
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◆ 検討すべき個別の課題の例 ◆
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